
 

 

 

2024年 9月 30日 

各位 

株式会社富山第一銀行 

 
株式会社ナガイ運送との 

「ファースト・ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の契約を締結 
 

 

当行は、株式会社ナガイ運送（代表取締役 江目 良）を評価対象とした「ファースト・ポジティブ・
インパクト・ファイナンス」の契約を締結いたしましたのでお知らせします。 
本サービスを通じて、取引先の企業活動における環境・社会・経済の 3つの側面に対して、インパクト

を包括的に特定・分析し、ポジティブインパクトが期待できる活動と、ネガティブインパクトを低減する
活動を支援いたします。 
今後も、お客さまに「寄り添う」銀行として、持続可能な社会の実現に向けた企業活動を通じた SDGs

の達成に寄与することで、さらなる信認につなげます。 

 

記 

 

1. 商品概要 

本商品は、企業活動が経済・環境・社会に与えるポジティブ並びにネガティブな影響をポジティ

ブインパクト金融原則に基づき特定し、ポジティブインパクト（プラスの影響）を拡大、ネガティ

ブインパクト（マイナスの影響）を緩和することでSDGs達成を目指すファイナンスの取組みです。

当行は、インパクトに対する企業活動の影響・取組みを包括的に分析・評価を行います。これらの

インパクトに対する KPI（重要業績評価指標）についてお客さまとともに設定し、達成状況や取組

み状況について、定期的にモニタリングし、達成に向けて支援を行ってまいります。客観性を保

つため当行が実施した評価について株式会社格付投資情報センターより第三者意見を取得してい

ます。 

 

2. 融資概要 

契 約 締 結 日 2024年 9月 30日 

借 入 人 株式会社ナガイ運送 

資 金 使 途 運転資金 

金 額 100百万円 

モニタリング期間 3年 

※株式会社格付投資情報センター（R＆I）のセカンドオピニオンは、下記 URLをご参照ください。 
https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html 
 

3. 評価企業概要 株式会社ナガイ運送 

代 表 者 代表取締役 江目 良 

本 社 所 在 地 富山県富山市婦中町成子 215 

事 業 内 容 貨物自動車運送業 、自動車運送取扱事業 

設 立 年 月 1987年 6月 

 



 

 

 

4. SDGs達成に向けた取組事例（詳細は評価書をご参照ください） 

  

取 組 内 容 主力事業の付帯サービス拡充による高品質物流の実現 

インパクトの種類 社会面・経済面のポジティブ・インパクトの拡大 

インパクト・カテゴリ 「移動手段」「包括的で健全な経済」 

関 連 S D G s 

 

 

 

対 応 方 針 

運送事業の付帯サービスである取引先工場内作業（貨物の入出庫や梱包

作業等）の取組みの拡充を図り、一気通貫での運送サービス提供によっ

て多様な顧客ニーズに対応する 

毎年モニタリング

する目標と K P I 
2027年度売上高を 2023年度比 20%増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

法人事業部：五十嵐 

TEL 076-461-3871 

株式会社富山第一銀行 

婦中支店長 安吉 清臣 
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富山第一銀行は、株式会社ナガイ運送に対してポジティブ・インパクト・ファイナンスを実施す

るにあたって、同社の企業活動が、環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブな影響及び

ネガティブな影響）を分析・評価した。 

 

分析・評価にあたっては、国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティ

ブ・インパクト金融原則」及び ESG 金融ハイレベル・パネル設置要領第 2 項（4）に基づき設置さ

れたポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基

本的な考え方」に則った上で、株式会社ナガイ運送の企業活動における包括的なインパクトを分析

した。 

 

富山第一銀行は、本評価書で特定されたポジティブ・インパクトの拡大とネガティブ・インパク

トの緩和に向けた取組みを支援するため、株式会社ナガイ運送に対し、ポジティブ・インパクト・

ファイナンスを実行する。 

 

資金調達者の名称 株式会社ナガイ運送 

調達形態 証書貸付 

契約期間（モニタリング期間） 2024 年 9 月より 3 年間 

金額 100 百万円 

資金使途 運転資金 

 

  

１．はじめに 
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（１） 企業概要 

 

社名 株式会社ナガイ運送 

代表者 代表取締役 江目 良(ごうのめ りょう) 

本社 〒939-2733 富山県富山市婦中町成子 215 

営業所 

杉田物流センター 

〒939-2302 

富山県富山市八尾町杉田 782-1 

創業年月 1984 年３月 

設立年月 1987 年 6 月 

事業内容 

・貨物自動車運送業  

・自動車運送取扱事業 

以上、各号に付帯する一切の業務 

資本金 10 百万円 

従業員 50 名（2024 年 1 月現在） 

 

 

（２） 経営理念・経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．会社概要 
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（３） 沿革 

1984 年３月 個人創業 

1987 年 6 月 有限会社ナガイ運送設立 

2005 年 2 月 株式会社へ組織変更 

2010 年 11 月 現住所へ移転 

2012 年 グリーン経営認証を取得 

2018 年 
富山市八尾町杉田に配送センターを保有 

G マーク取得 

2021 年 富山市八尾町杉田に配送センターを増築 

 

 

（４） 組織図 
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（５） セグメント構成 

 当社の売上セグメントは、貨物自動車運送業と運送付帯サービス（工場・倉庫内作業）のいず

れも 40％となっている。当社は今後、運送付帯サービス事業を強化する戦略としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） バリューチェーン 
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（１） 貨物自動車運送業 

 

当社は主に設備機械、半導体製造装置など精密機械、管材、アルミサッシの貨物輸送を行う。  

当社が取扱う精密機械は繊細な部品で構成され、振動や衝撃に非常にデリケートで高価なもの

が多いため、運送時には特に注意が必要であり、エアサス車とよばれる振動や衝撃を緩和し積荷

のダメージを軽減する装置が装着されたトラック等特殊な車両が適している。 

その点当社は大型 15ｔのエアサス付の平ボディ車を 13 台保有していることや、経験豊富なド

ライバーが多数在籍していることで、顧客から依頼された運送物の品質を保つ安全な運行体制を

構築している。安心・安全で質の高い運送サービスを提供し、取引先と長年の信頼関係を築いて

いる。 

当社は日本全国幅広い地域を運送エリアとし、取引先からの幅広いニーズに応えている。 

 

【保有車両】 

 

←１５ｔ平ボディ車   

 

 

 

 

６ｔウイング車→ 

(パワーゲート付) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業内容 
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【エアサス車】 

 エアサス車とは車軸の上に装着されているトラックの振動を軽減する装置。リーフサスペンショ

ン（板バネ）に比べて振動を抑制するため、品質向上が図られる他荷物へのダメージを軽減し荷

傷みや荷崩れの防止につながる。（全日本トラック協会より） 

 

 

 

 

 

 

【実車率と求荷求車システムの利用】 

 運送業の輸送効率の指標の１つに実車率がある。実車率とは自動車が走行した距離のうち、貨物

（旅客）を輸送した距離の割合を表したもので、実車キロ÷走行キロ×100 で求められる。 

 当社は主に帰り荷に対し求荷求車システムを利用し配車を効率的に行っている。一般社団法人日

本自動車工業会の「普通トラック市場動向調査」によると、運輸業の平均実車率は 65％程度で

あるが、当社は実車率９割程度を維持し運行効率を高めている。 

 求荷求車システムとは、荷主と運送会社がネットワーク上に情報を提供しお互いが検索し合うこ

とによって車両手配や荷物確保が可能となる運送マッチングシステム。 荷主は運送を依頼する

荷物の情報や運び先を登録し、運送会社は空車情報や運送に迎える人材を登録するため、時間や

運送資源のロスを少なくすることができる。 
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（２） 運送付帯サービス 

 

当社は貨物自動車運送業に付随して、顧客の自社工場内で梱包補助作業やフォークリフトを用い

た工場内の運搬作業、荷物のピッキング、トラックへの積み込み等を代行する運送の付帯サービ

スを実施。当社が本サービスを提供することにより、物流関連業務全般を専門業者にアウトソー

シングすることによる物流業務の質の向上や、製造部門へ人的資本の集中投下による製造効率向

上等のメリットがあるため、ニーズは高く今後需要の増加が予想される。 

 

フォークリフトを用いた工場内の運搬作業はフォークの差し込む角度や長さ、荷物を持ち上げる

高さなど、安全に運搬するにはオペレーターの高度な技術を要する。当社は高い技術をもつオペ

レーターが多数在籍しており、よりデリケートな荷物を扱う精密機械メーカーからも高い信頼を

得ている。 

 

当社は今後本部門を拡大していく方針。当社が顧客自社工場内の上記業務を担うことで出荷リー

ドタイムを短縮し、精密機械などの製品をより早く顧客のもとへ届けることが可能。また当社に

おいても荷待ち時間が短縮されることで輸送が効率化され、従業員の労働時間やアイドリング時

間の短縮につながり、働きやすい環境の整備や環境負荷の低減につながる取組みと評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉田物流センター 
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（１） 「安全十訓」の徹底        

 

 安全性は企業に対する信頼性とつながってお

り、特に運送業においては事故やトラブルの少

なさが顧客満足度の向上に寄与することが期待

される。当社は、安全に対する心得として当社

独自の「安全十訓」を掲げている。整理整頓や

作業準備、車両や工具の点検などの基本動作か

ら健康管理に至るまで安全に対する基本方針を

まとめ、事故防止のための明確な方針を打ち出

し、従業員への配布、社内掲示により従業員一

人一人の意識を高めている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２） Ｇマークの取得 

  

当社は 2018 年に安全に優れた輸送事業の証であるＧマークを取得している。安全優良事業所

（Ｇマーク）とは国土交通省が指定した（公社）全日本トラック協会が評価実施する「安全性優

良事業所」の認定制度で、安全性に対する法令の遵守状況、事故や違反の状況、安全性に対する

取組の積極性の３項目に基づき評価され、荷主がより安全性の高い運送事業者を選びやすくする

ための環境整備を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．安全への取組み 
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（３） 車両安全装備の搭載 

 

車両の安全性を高めるための取組みとして、デジタルタコグラフを導入し、走行スピードや距

離、燃費を管理している。１日の走行データのうち急発進や急ブレーキやスピード、燃費を点数

化し、ドライバーはその点数をもとに１日の振り返りを行い、高得点を目指すことで安全運転を

基本とする社内風土が醸成されている。 

 

（４） 安全講習会の実施 

  

当社は毎年富山県トラック協会から講師を招き、役員、従業員を対象に安全講習会を実施して

いる。講習後安全や事故防止に対し意見交換を行い、安全管理に対して意識を高める機会として

いる。 

 

 

 

 

 

         

 

安全講習会の様子 

（５） 安全巡視の実施 

  

運送部門だけでなく、取引先工場内における付帯サービスにおいても安全遵守が徹底されてい

る。毎週２回工場内の安全巡視を実施。その結果に基づき、不安全箇所・不安全作業について翌

週の週初に安全ＷＥＢミーティングを行う。顧客側、梱包業者、運送業者など関係者が参加し、

安全に対する情報共有を行い、輸送に関する安全品質向上に役立てている。 

 

 

 

（６） その他の取組み 

  

当社では富山県トラック協会主催の無事故無違反継続チャレ

ンジの達成や、中部交通共済協同組合への貢献によって数多く

の表彰や紹介を受けている。 

富山県トラック協会会報誌 
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営認証の取 

（１） グリーン経営認証の取得 

  

当社は、地球温暖化などの環境問題をふまえ、地球環境保全への取組みが重要な経営課題の一

つであると考え、環境への配慮を最優先した事業活動を積極的に推進することにより、地球環境

への影響を最小限に抑え、地球環境の保全に取り組んでいくという環境基本理念・環境方針を掲

げている。環境保全への有効的手段として、2012 年に本社で「グリーン経営認証」を取得後、継

続的に改善を図っている。2022 年には継続的活動と環境保全への貢献をうけ、永年表彰を受けて

いる。 

 

【社内体制の構築】 

・環境保全管理責任者、エコドライブ責任者、整備責任者をそれぞれ配置し、環境保全のための社

内体制構築が図られている。 

 

【環境行動計画に基づいて各施策の実施】 

・環境教育の実施―月次朝礼で環境問題の世界的な時流などの勉強会開催による環境教育の推進 

・エコドライブの推進 

「燃費向上対前年比 1.5%」を掲げ、班会議でエコドライブについてディスカッションし、エコ

ドライブリーダーが行動計画を策定・進捗状況の把握を行っている。前月の燃費データの実績を

共有し、目標達成率下位グループにはエコドライブ講習会を実施しているエネルギー使用量把握

に向けた具体的な行動目標を示している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．環境への取組み 



 

１２ 

 
株式会社ナガイ運送 環境方針 

基本理念 

当社は、運送業務、一時保管業務を行なう企業として、環境への配慮を最優先した事業活動を積

極的に推進することにより、地球環境への影響を最小限に抑え、地球環境の保全に取り組んで行

きます。 

基本方針 

1. 環境関連法規制、協定、地方条例及びその他の要求事項を遵守し、環境負荷の低減、環境汚染防

止に努め環境保全を行なう。 

2. エコドライブの実践、デジタルタコグラフ、低公害車の導入を推進し排気ガスの抑制を図る。 

3. 全従業員に環境保全に対する教育、指導を定期的に行い、意識向上を図り、環境方針の周知、実

行、維持の徹底に努める。 

4. 省エネルギー、省資源に取組、廃棄物の削減、適正処理並びにリサイクルを促進します。 

5. 環境目標、環境活動を定期的に見直し、必要に応じて改訂を行なう。 

6. 本方針は広く社外に公表します。 

令和 6 年 5 月 1 日 

株式会社 ナガイ運送 

環境保全責任者 

代表取締役  江目 良   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



 

１３ 

（２） 環境負荷軽減への取組み 

 

事務所や本社倉庫における照明の LED 化及び社内での節電の呼びかけを行っている。 

当社の使用する車両のうち、フォークリフトについては、環境配慮型車両であるバッテリー式車

両へ切り替えを行っている。バッテリー式フォークリフトは現状３ｔ以下の車両のみの販売とな

っており、当社は３ｔ以下の車両は、全車バッテリー式に切り替えを行っている。トラックにつ

いても大型、中型ともに全車両低公害車に対応済みである。 

 

（３） モーダルシフトへの取組み 

  

運送業界では CO2 排出量削減の観点から、トラック等の自動車による貨物輸送を環境負荷の小

さい鉄道や船舶の利用へと転換するモーダルシフトが推進されている。多くの企業で環境負荷の

低減は社会的責任（CSR）と意識され、商品の生産から廃棄にいたる全ての場面で取組まれてい

るが、輸送におけるモーダルシフトは特に環境負荷の低減効果が大きい取組みである。 

国土交通省の「輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（貨物）」では、2023 年度の輸送量あたり

の二酸化炭素排出量を営業用貨物車の 208g-CO2 とそれぞれの輸送手段を比較すると、船舶が約

５分の１、鉄道が約 10 分の１となっており、輸送距離に応じて貨物輸送の方法を転換すること

で、鉄道利用では約 90％、船舶では 80％の CO2 排出量削減が可能となる。 

当社は７、８年前より取引先企業と協力し、トラックによる貨物運送の一部にフェリーや鉄道

を使用する取組みを実施している。この取組みはトラックの走行距離が減少するためＧＨＧ排出

量の削減や大気環境の保全に寄与し気候変動リスクへの対応につながると評価できる。 

モーダルシフトの取組みは、雇用環境においてもトラック運転時間が短縮されるためドライバ

ーの負担の軽減につながる。当社は環境や従業員の雇用環境に配慮した輸送へ積極的に取組んで

いる。 

 

国土交通省 HP より 

 

 

 

 

 

 



 

１４ 

（１） 従業員の安全・衛生管理 

 

当社では従業員の安全衛生管理を図るため、ドライブレコーダー・デジタルタコグラフの導入。 

外部講師による安全講習会の定期開催を行い、安全や無事故・無違反に対する意識向上を図って

いる。 

 

（２） 資格取得支援制度 

 

大型免許取得費用、フォークリフト免許取得費用等業務に必要な資格については、全額当社負担

し、従業員の免許・資格取得支援を行っている。 

 

（３） 研修制度 

 

顧客の工場内の業務も多く、情報セキュリティや地震対策など各研修を協力企業と合わせて受講

している。 

トラック協会が主催するトラック講習会には県内外の会場にかかわらず従業員の受講を勧奨して

いる。 

 

（４） 災害発生時に向けた取組み 

 

当社では年に 2 度定期的に防災訓練を行い防災意識の向上や業務時間における災害発生時のシ

ミュレーションを行っている。また今年度からスマートフォンアプリによる安否確認システムを

導入し、災害発生時にも円滑に対応できる組織体制の構築を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．職場環境 



 

１５ 

【SDGｓ宣言】 

 当社は 2024 年 4 月に SDGｓ宣言を策定、公表を行った。 

当社は「顧客のニーズに能動的に対応し「お客様に『安心と安全』を提供する」こと、「グリーン

経営認証の継続による環境負荷軽減につながる取組みの充実」「全従業員が活力をもって働ける職

場環境づくり」「地域に必要とされる活動の展開」を目標に掲げ、SDGｓ目標達成に向け取組みを

進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．サステナビリティへの取組み 



 

１６ 

（１） インパクトレーダーによるマッピング 

当社のバリューチェーン分析の結果をもとに、主要・関連業務を特定し、UNEP FI が推奨する

インパクトマッピングを実施し、ポジティブ・インパクト及びネガティブ・インパクトの分布を

調査。 

当社の主要事業は、国際産業標準分類に則り、「道路貨物運送業(4923)」「貨物運送取扱業

(5224)」「倉庫・保管業(5210)」を適用。川下の事業として「電子部品及び基盤製造業(2610)」

を適用とした。 

分布図中の「◆◆」は重要な影響があるカテゴリー、「◆」は影響があるカテゴリーを示して

おり、当社の事業活動における「◆◆」「◆」の影響を検討する。 

 

インパクトマッピングにおいて、ポジティブ・インパクトとして当社に一定の影響があると考

えられるインパクトカテゴリーは「雇用」「移動手段」「包括的で健全な経済」が挙げられた。

ネガティブ・インパクトとして特に影響が大きいと考えられるインパクトカテゴリーは「健康・

衛生」「大気」「資源効率・安全性」「気候」、一定の影響があると考えられるインパクトカテ

ゴリーは「雇用」「廃棄物」が挙げられた。 

なお、「土壌」「生物多様性と生態系サービス」は、当社事業との関連性が希薄のため分析対象

外とする。 

 

 当社は、安全運転・安全管理の徹底・ピッキングや入出庫作業等庫内作業等、顧客に信頼され

る質の高い運送サービス及び付帯サービスを提供し、顧客から高い信頼を得ている。また環境問

Positive Negative Positive Negative Positive Negative Positive Negative

水（入手）

食糧

住居 ◆

健康・衛生 ◆◆ ◆

教育

雇用 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

エネルギー

移動手段 ◆

情報 ◆

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義・公正

強固な制度・平和・安定

水（質） ◆

大気 ◆◆ ◆ ◆

土壌 ◆◆ ◆

生物多様性と生態系サービス ◆◆

資源効率・安全性 ◆◆ ◆

気候 ◆◆ ◆ ◆

廃棄物 ◆ ◆ ◆

包括的で健全な経済 ◆ ◆ ◆ ◆

経済収束

川下の事業

道路貨物運送業 貨物運送取扱業
電子部品及び基盤

製造業

4923 26105224 5210

倉庫・保管業

当社の事業

インパクトカテゴリー

社会

環境

経済

国際産業標準分類

８．インパクトの特定 



 

１７ 

題については、運送業を営む当社にとって重要な経営課題であると認識し、環境保全に対する各

種取組みを積極的に行っている。 

 

【社会面・経済面への取組み】 

・当社が運送を担う半導体製造装置などの精密機械は繊細な部品で構成されるため、振動や衝撃 

に非常にデリケートで高価なものが多いため、安全に運送するには特に注意が必要とされる。

当社は総輪エアサス車とよばれる振動や衝撃を緩和し積荷のダメージを軽減する装置が装着さ

れたトラックを多数保有し、顧客から依頼された運送物の品質を保つ安全な運行体制を構築

し、安全に優れた運送事業者の証である G マークを取得している。また運送業に求められる高

い安全管理能力、契約時間を遵守した迅速かつ正確な配送能力やコンプライアンスを遵守する

体制が整備され、取引先との信頼関係を構築し、安心・安全で質の高い運送サービスを提供し

ている。 

 

・運送業界では、「２０２４年問題」と呼ばれる年間時間外労働時間の制限により、ドライバー

不足や運送能力不足などの問題が生じている。この問題には業務効率化や荷主や物流施設の都

合で、荷物の積み下ろし等の待ち時間（荷待ち）の短縮など対策が急務となっている。 

これに対し当社は今後取引先企業における入出庫作業や梱包作業、積込み作業を行い、事業領

域を拡大する方針。当社が本業務を行うことで、出荷リードタイムを短縮し、精密機械などの

運送を行う製品をより早く顧客のもとへ届けることが可能。 

当社が行う取引先企業の工場・倉庫内における付帯サービスの強化は、製造から輸送までをワ

ンストップで行うことにより、効率的で安全な輸送を実現している。 

・配車の効率化を行うため、求荷求車システムの利用を行っている。主に帰り荷に求荷求車シス

テムを利用することにより、実車率を向上させ取扱貨物量を増加させることにより取引先であ

る半導体製造業界のみならず、様々な産業のサプライチェーンを支えている。 

 当社の取組みは、「移動手段」「包括的で健全な経済」及び川下の「情報」のポジティブ・イ

ンパクト拡大に寄与している。 

 

【環境面への取組み】 

・当社は、自動車走行により排出される大気汚染物質や温室効果ガスの排出を削減するため、低

公害車の導入を促進している。保有する車両 33 台は全てが低公害車となっている。今後も車両

の入れ替え時には順次最新の燃費基準を満たす低公害車の導入を進めていく方針であり、「大

気」「気候」「健康・衛生」のネガティブ・インパクト抑制に寄与している 

・事務所内の照明の LED 化を行い、消費電力を抑え環境負荷軽減に寄与している。 

・大気汚染防止に向けた取組みの一環として当社は 2012 年にグリーン経営認証を取得。直近で

は 2024 年に更新を行っている。当社は環境保全のために責任者、管理者を任命し、組織的に

環境保全に対する取組みを行う組織体制の整備を行っている。 

・環境に対する従業員の意識向上のため、月次朝礼で環境問題の世界的な時流などの勉強会を行

っている。 

・当社は自主目標として「燃費向上対前年 1.5%」を掲げている。推進策としては「エコドライブ

推進責任者」を任命し、エコドライブの推進により燃費向上を進めるためのＰＤＣＡサイクル

を回している。具体的にはグループ活動として、エコドライブを毎月行われている班会議の題

材とすることや、エコドライブリーダーが行動計画を策定・進捗状況の把握を行っている。前

月の燃費データの実績を公表し、目標達成率下位グループにはエコドライブ講習会を実施して

いる。燃費向上の取組みは「資源効率・安全性」のネガティブ・インパクト抑制に寄与してい

る。またエコドライブの取組みは、大気汚染物質や温室効果ガスの排出低減にもつながり、

「大気」「気候」のネガティブ・インパクトも緩和する。 



 

１８ 

・当社の取引先と協業し、モーダルシフトの取組みを実施。フェリーや鉄道はトラックと比較し

GHG 排出量の削減により環境負荷が軽減される。 

・「廃棄物」に対する取組みとしては、廃車・廃タイヤ等は適正に実施し、適切な産業廃棄物処

理業者を選定した上で処理を委託し、適切な処理を行っている。事務所からの廃棄物について

も分別を徹底。以上よりネガティブ・インパクト抑制を図っている。 

 

【雇用面への取組み】 

・雇用面での取組みにおいては、安定雇用による生計へのポジティブな影響がある一方、労働者

の健康面と安全性のリスク等のネガティブな影響がある。 

・当社の業務は貨物運送に加え、倉庫内作業や工場内作業も行っている。長距離ドライバーは労

働時間が長くなる傾向にあり、積み込み、積み下ろし作業などの重労働もあり、長時間の集中

力を要するため、年齢とともに体力が低下すると業務継続が難しくなる。当社では倉庫内作業

や工場内作業の業務も行うため、高齢となっても運送業に携わることができるよう個人の適性

や希望を聞いたうえで適宜配置転換を行っている。 

・当社は安全対策の取組みを積極的に行っており、トラック全車にドライブレコーダーを搭載

し、安全性の向上のための設備を導入している。 

・エコドライブ推進項目として、アイドリングストップについての項目や経済速度（交通の円滑

な交通流を乱すことなくできるだけ低いエンジン回転数で効率よく走れるスピード）の明示、

車間距離や予知運転の励行等、経験の長短に関わらず基本動作を徹底し、安全運転を推進して

いる。 

・毎年富山県トラック協会からの安全講習を受講や、エコドライブ講習会の開催や実技講習など

安全に対する社員教育を徹底している。 

・資格取得に向けた支援制度を設けることで一人ひとりが成長し、生き生きと働き続けられる環

境づくりの醸成を図っている。従業員の安全・衛生管理に努め、「雇用」面でのポジティブ・

インパクト拡大及びネガティブ・インパクトの抑制に寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１９ 

（２） インパクトカテゴリーに対応する SDGｓゴール 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 日本におけるインパクトニーズの確認 

持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）に掲載されている日本のダッシュボ

ードによると、大きな課題が残る項目が「赤色」、重要な課題が残る項目が「橙色」、課題が残

るのが「黄色」、目標達成が「緑色」となる。 

今回特定したインパクトと対応する SDGs のゴール３項目のうち、１項目が大きな課題が残

る項目、１項目が重要な課題が残る項目、1 項目が目標達成した項目である。日本に課題が残る

項目が２項目該当していることからも、日本における同社のインパクトは重要度が高いと判断す

る。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（SDGｓダッシュボード） 

 

 

 

 



 

２０ 

（４）トラック運送業界におけるインパクトニーズの確認 

当社事業領域であるトラック運送業界では、2050 年の「カーボンニュートラル」を目指して、

トラック運送業界が 2030 年に「こうありたい」という姿を示すための「ビジョン」を示し、具

体的な行動例と SDGｓの目標達成に貢献できるゴールの例も示している。 

上記ビジョンの行動メニューにおいて貢献ができると示される SDGｓゴールに対して、当社の

インパクトの全ての項目が該当していることからも、トラック運送業界における当社インパクト

の重要度が高いと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：全日本トラック協会 HP） 

①運送事業を推進するうえで取り組む地球温暖化対策メニュー ②運送事業以外で取り組む地球温暖化対策メニュー 

③運送事業を推進するうえで取り組む①以外の環境対応メニュー 



 

２１ 

（５） インパクトの特定 

 

⚫ 主力事業の付帯サービス拡充による高品質物流の実現 

⚫ エコドライブ推進強化による環境負荷低減 

⚫ 全従業員がより働きがいを持てる安全な職場環境の構築 

 

（６） 特定したインパクトと富山第一銀行との方向性の確認 

当社のバリューチェーン分析、インパクトマッピング、日本におけるニーズや方向性、トラッ

ク運送業界におけるインパクトニーズ等を踏まえて、特定したインパクトと富山第一銀行のサス

テナビリティ方針と方向性が同じであることを確認する。 

今回特定したインパクトは「主力事業の付帯サービス拡充による高品質物流の実現」「エコド

ライブ推進強化による環境負荷軽減」「全従業員がより働きがいを持てる安全な職場環境の構 

築」である。 

富山第一銀行では、サステナビリティ方針のなかで、「1.地域経済の持続的な成長」「2.地域社

会の持続的な発展」「3.環境保全」「4.健全な企業経営」の 4 点を、サステナビリティを巡るマ

テリアリティ（重点課題）としている。 

「主力事業の付帯サービス拡充による高品質物流の実現」では「1.地域経済の持続的な成長」 

「2.地域社会の持続的な発展」「4.健全な企業経営」という観点で、「エコドライブの推進強化に

よる環境負荷低減」では「1.地域経済の持続的な成長」「2.地域社会の持続的な発展」「3.環境保 

全」という観点で、「全従業員が働きがいを持てる安全な職場環境の構築」では「4.健全な企業  

経営」の観点で方向性が一致する。 

以上より、本ポジティブ・インパクト・ファイナンスに取組むことで、環境問題や地域社会・

経済を取り巻く課題に対して持続可能な社会の実現に貢献し得る資金の提供が可能となり、本フ

ァイナンスを通じて SDGs 達成に向けた取組みの支援を目指す。 
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⚫ 主力事業の付帯サービス拡充による高品質物流の実現 

当社は今後の成長戦略として、取引先企業の工場や倉庫において、製品の輸送受注だけでな

く、荷物の入出庫作業や梱包作業、積込み作業を請け負う付帯サービスの強化を推進している。 

運送事業の付帯サービスである取引先工場内作業の取組みを拡大し、一気通貫での運送サービ

スの提供によって、多様な顧客ニーズに対応することでポジティブ・インパクト拡大に寄与して

いく。 

 

項目 内容 

インパクトの種類 
社会面のポジティブ・インパクト拡大 

経済面のポジティブ・インパクトの拡大 

インパクトカテゴリー 「移動手段」「包括的で健全な経済」 

関連する SDGｓ 

 

 

 

 

 

 

対応方針 

・運送事業の付帯サービスである取引先工場内作業（貨物の入出庫や

梱包作業等）の取組みの拡充をはかり、一気通貫での運送サービス

提供によって多様な顧客ニーズに対応する。 

KPI ・2027 年度売上高を 2023 年度比 20％増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．KPI の設定 
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⚫ エコドライブの推進強化による環境負荷軽減 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

インパクトの種類 環境面のネガティブ・インパクトの低減 

インパクトカテゴリー 「大気」「資源効率・安全性」「気候」 

関連する SDGｓ 

 

 

 

 

 

 

対応方針 
・エコドライブの推進 

 

KPI 

・2027 年度まで毎期、保有するトラック（大型車、6ｔ車、中型トラ

ック）の燃費を前年度比 1.5%向上 

※燃費：総走行距離／総使用燃料数量 

※燃費改善率の過去実績 

2021 年度 大型車 0.91% 6ｔ車 1.01% 中型車 0.87％ 

2022 年度 大型車 0.95% 6ｔ車 0.94% 中型車 0.90% 

2023 年度 大型車 0.94% 6ｔ車 0.99% 中型車 0.95% 
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⚫ 全従業員がより働きがいを持てる安全な職場環境の構築 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

インパクトの種類 社会面のネガティブ・インパクトの低減 

インパクトカテゴリー 「雇用」 

関連する SDGｓ 

 

 

 

 

 

 

対応方針 

・工場内作業の効率化による、時間外勤務時間の削減及び有給休暇取

得率の向上 

・「安全十訓」の励行 

KPI 

・2027 年度の１人あたりの月間平均時間外勤務時間 2023 年度比 30％

削減（2023 年度 19.6 時間/人） 

・2027 年度の有給休暇取得率 50％達成 

（2021 年度 11.8%、2022 年度 19.6%、2023 年度 30.6%） 

・交通事故発生件数０件を維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．管理体制とモニタリング 
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（１） インパクトの管理体制 

 

当社は、常務取締役の江目様を中心にサステナビリティに関する方針・施策の決定や、重要課題 

（マテリアリティ）の検討、推進、進捗状況のレビューなどを行っている。 

 本件におけるインパクトについては、江目様が中心となり、管理・KPI 達成に向けた施策を実施

する。 

 

最高責任者 代表取締役 江目 良 

管理責任者 専務取締役 江目 美奈子 

 

 

（２） モニタリング方法 

 

本ポジティブ・インパクト・ファイナンスで設定した KPI の達成及び進捗状況については、富山

第一銀行と当社とで定期的に面談の場を設け、共有する。本面談は少なくとも年１回実施するほ

か、日頃の情報交換や営業活動の場等を通じて実施する。 
 富山第一銀行からは、KPI 達成に必要な資金及びその他ノウハウの提供あるいは富山第一銀行の

持つネットワークから外部資源とマッチングすることで、KPI 達成をサポートする。 
 モニタリング期間中に達成した KPI に関しては、達成後もその水準を維持していることを確認す

る。なお、経営環境の変化などにより、KPI を変更する必要がある場合は、富山第一銀行と当社が

協議の上再設定を検討する。 
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⚫ 本件に関するお問い合わせ先 

株式会社富山第一銀行 

法人事業部 コンサルティングチーム 

〒930－8630 

富山市西町 5 番 1 号（TOYAMA キラリ 7Ｆ） 

TEL（076）461-3871 

 

 

注意事項・免責事項 

1. 本評価書は、富山第一銀行が株式会社ナガイ運送から提供された情報や独自に収集した情報に

基づく現時点での計画は状況に対する評価で、将来におけるポジティブな成果を保証するもの

ではありません。 

2. 富山第一銀行は、本評価書を利用したことにより発生するいかなる費用または損害について、 

一切責任を負いません。 


